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専t ttiん で輪
日,時  2019年 2月 9日 (:L)12300～ 16二 〇〇

´
場所  逗子小体 育館

費用  4′ 000円 (味嗜約 2.5キ ロ 持ち帰り容器付さ)

定員  100人 (往復 flガ キで申込 03)※ 定員を超 えた場合は抽選となります。

申込  申込 方法博センター内に掲示 0チ ランをこ覧くださLl。   '

魏
了

tll業の資金調達から経営のアドバイ入 補助金の活用など様々な支援メニューがある商二会。

これからビジネスを始めたい人・すでに始め臥 商工会に入つたけど活用方法が分からない人にぴつたりな講座です
`

日時 12019年 1月 30日 (水 )19100～ 20:30

対象 [様々な形態のビジネスに興味がある人

定員 :先着 30名
費用 :500円
フアシリテーターE久保 正英氏(KU30経 営コンサルティングオフィス代表 )

申込 :1月 4日 (金 )9100以 降、電話・FAX・ Eメ ーJL“ 窓ロ

親子で参議目音う鼈巫絣勒洟咆傷卜魃鬱傷

日時

対象

定員

料金

右脳と左脳、両方を刺激し、全身を使つて動くリトミツクは、体全体をバランスよく成長させる音楽教育法です。

リズム感や表現力だけでなく、集中力や判断力など、楽しみながら自然と子どもの成長に必要な能力が身に付きます
`

2019年 1月 26日 (土 )

1回 目11:00～  2回 目14:00～ (各 国 約40分 )

10歳 からの子どもと保護者

1各 国先着40名
子ともひとりにつき500円

持ち物 :350m:以 下 o空 のペツト職トル(乾 Llて Llる もの)

講師 :羽 純―hasumi― (ぴ たりんがくだん)



簾14撃ン千 市民交流センタ■フェア
. :■ 日時  2018年 11月 24日 (土)10:00-17:00

場 所

内 容

市民交流センター会議室、フェステイパルバーク

●講演 「逗子の放課後を考える」講 師 中山勇魚氏

●放課後支援団体の活動紹介展&交流サロン

●市民活動団体によるパネル展

●Atelier fuquの誰でもアート
1●逗子市民石けんづくり
●同時開催 :サザエ小屋・食の野望

レ▼ゞ

サザエ小屋 x食の野望

逗子市民
石けんづくり

放課後支援団体の
活動発表の様子

r放課後を考える」というテーマの下、放課後支援団体の活動紹介や交流サロンで子供の放課後の過ごし方や学童保育事業の現状などについての講演を

行いました。親の要望や都合だけでなく、本当に子どものためになる学童保育をうくるのにはどうしたらよいのか。講師の方には、実際に実践している

事業や、その背景にある思いを、丁寧にお話いただきました。また、これからの運子の子どもたちの― を考える上での、力強い助言をいただきました。

ワ‐クショップは子供が環境破壊の現実などを学びながら運子小の給食で出た廃油で石けんを作つたり、クリスマスリースなどをつくるクラフトワーク

などを行しヽ、全体的に大人も子供も充実した時間が過ごせる内容になりました。
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まちの保育園鎌倉 .   1   .      I   I ‐

中尾薫氏 (=般社団法人Telacoy,921代表理事)1植杉佳奈恵氏 (面白法人カヤツク)

逗子アートフェスティパル (ZAF)
柴田雄―郎氏 (_般社団法人地域デザイン学会アートフォーラムプロデューサ

=)

珈 脇 膨 冨1彎   ・ 1■・ ■

『まちの保育園かまくら」と『詈 アートフエステイノtJレ の 1の代表者に、開業または

開催の理由や経過、関係者の立ち位置やそれぞれの思いにういて説明していただきました。

●ノtネルディスカッション
r事業や活動を進めるうえで大切にしてぃること」、『多様な関係者と良好な関係を保う
ヒントやl■ツJ、

r知り合うきっかけや知り合うために行っている中 Jの論点に

沿つて、それぞれの立場から忌憚0ない発言をいただき、参加者からの製 も丁寧な

回答をいただきました。中でも行政とのやり取りが実は大変だった事や協力をお断りした

事例のポイント等といつた裏話も飛び出すなど通常のセミナァでは聞くことのできない

様な踏みこんだ内容もあり、有意義な時間を過こせたように思います。
その後の、マッチングを目指したグルニプウークに向け、十分な情報提供ができました。

●情報交換会     .
参加者にはそれぞれ3分間の持ち時間を与え、イベント参加の動機、他者に提供できること、

マッチング成功後のイメージなどを発表してもらいましたら

参加者アンケートには、各自の発表や情報交換の時間が短かったという意見が見られた二方で、マツチングに至つた事例がいくつかみられました。

多くの参加者にとつて、よい出会いのきつかけとなり、有意義な時間になったと思われます。

■1饉輌|‐X蝙杉颯ポTけTン7プ="〒f7イ子“,Ⅲ
逗子

他者からの支援を必要としていること、

Atelier鮨申 の

誰でもアート
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筵崇?茨面ぁテ|*、花を利用 した装飾としヽうて思しヽ浮かぶのは、「生1サ 花」と「フ

一アレンジメント」なのではないでしょうか。         .:|  ・1星 16日 (水)12100～ 15:00     :´――一 …… …― ・ヽ――'― ―― ・́…
      フラ :i O毎 月第 3水曜日 12:bo～ レッ不ンあiり ます

`.:
生け花が床の間で最も映えるように作られているのに対 して

ワーアレンジメントは、花を身につける人や住空間との調和を重 :: (体験ルッスンも大歓迎♪)

視して作られるのが特徴です。参加する方 は々、30歳代‐から80 1:|*F・lぃ合せ* 代表 :千種裕子さん

歳代の方まで…親子で参加という方も。花で季節を表現すること :: 丁el:080-5434-7148

: の楽|しさを多く0雄 本有ほ 花のある生活をもつと気

肇 il」        1111:甘 |1lL逼ζlイ
、 11取り入れでしヽただけたら、という思いで活動を続けてい言
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なも`のですが、ど
「

に花を飾るかによつて選ぶ花の標類や表現方

法が決まうてしヽきます:そっためti玄関ゃ窪辺、テープルの上な

ど,広さや見え方に違いのある中 した極をアレンジしてい

くことも大事な要素になります。

今後1ま、苦戻家や古き:良き時代を感じさせる趣0ある建物の中を

使つて、空間をフラワーアレンジメントで演出するような活動も

広ゝげてい1サたらと思ちています。
ヽ_._…申_口

…

20周年を迎えて NPOCLIP Vol:39

1鎌蒼市議良活動セジタニめ26筒年記念セレモニーが、12月 1日鎌倉市内のホテルで、170名の関係者を迎え盛大に開催されま

した。1998年 5月、公募された市民の運営委員会議により運営が開始されましたが、公の施設の市民による運営:診しく、当時か

なリセンセーショナルな出来事として受け止めました。2o年が経ち、懐かしい面々にお逢いし、楽しいひと時を過ごしました。

12月 1日 は、奇しくも NPO法の帽行日 t1998年 12月 1日)で、こちらの 20周年も全国各地で開催されていまする東京都内

では、11月 21日に開催さな「 これからの市民汁会 20年を語る一地域、日本、そして世界から一J″題し、元滋賀県知事の目田

ると、経済と社会において、企業なのか NPOなのかはあまり関係ないと思われる」という意見や、やはり「Think GloballyrAcL

LoCa‖yI(視野を広くとらえ、活動は足元から)に勝るものはない」といつた発言まであり、あつという間の 2時間でしたし実際:

1998年から全速力で走つてきた一員として、皆さんのご意見を伺いながら、この 20年の時の流れの速さと社会変革の大ききは、

感慨深いものがありました。 |              .    :     ●1.    ‐

さて足元ですが、現在、いわゆる市民活動を応援する条例が、隣接す名鎌倉市と我が逗子市で検討されてし難 ●鎌倉市で酬昨年|

議会で否決されたという波風万丈な経過をたどりつつも市民委勲 鞭 チヤレンッレFIヽうよつて

'|、

連子市では、大きな流れ:

が固まりつつあり、あう種の理念条例となう様相です。どちらゃ希農活動を応援する施設を持つそいる
:こ
とから、これからの市島み

動きに期待を寄せていると思われます。                           ..

物事は偶然が重なつて起こつているとぃう考え方がありますが、私は必然なので1まないかと思います。

弓|き寄せるチカラが十分にストックされたとき、偶然のように発生すると。「なるようになるさ」と言い

捨てるつもりはありませんが、これからの20年に思いを馳せた時、たとえ、NPO法が消滅していても、

それは、私たちの日常の活動や行動から生まれたもので、突然起こつたことではないと、次世代を担う

であろう若者に伝えたいと思う 20周年の記念日でした。(Te)   |



警議菫交流センタ〒刺懸菫懇議会◇
市民嫡 セ

"―
をTl」用されている方々を対隊痣した懇絵 です。みなさまのご参撫をお待ちして榛審する

*■ 月 21日 (月)9130～11:30市民交流セン ー会議室 (事前予約不要。参加費無料)

金平壌 3重 奪撥:魃ツ斃―・レターケース晰 圏嬢 まこついて。
本募集期間 :平成 31年 2月 1日 (金)～28日 (本)

※詳しくは■月轍 配布予定の募集要項でa確認犠溶も、。

隷 蟻 センテー薦民交流センタT

*奪議慾鰺斃織締懇*
1日～3轟 《プτ膨!ま 4日 )ま警体鑢‐

・幸開館時間ホ

平日、■ 9:00～ 2■00(受付は 20:00まで)

※屋内温水プールの入場は20100まで

日曜日  9:00～18100(受付は 17130まで)

※屋内温水プールの入場は 17:30まで

幸体館日幸      (=
第 1・ 3人曜日 (祝日の場合は開館し、翌日体館)

年末年始 (12月 29日～翌年 1月 3日).

*京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2分

*JR「逗子」駅より徒歩 5分

(施設内駐車場は台数に限りがあ行 すので、

公共交通機関をご利用<ださい。)

T249-0006
神奈ナll県逗子市運子4二2-■
TEL 8 046-872-3001
Fax 3 046-872-3003

Eメール g ac―centettzush卜 psc.olg

ホームベージ :

騨 響.o壼v.zusれ:.臨nagawa.Jp/ko嘔瑠 馨/

屋内潟水プール

TEL ・ FAX  3 046…872-3004

★ ブーチカ 13:∝■終了時間動 り 完泳四 ―ス

◎ 水中運動強窒 10100～11:30 紳 一ス
◆ 逗子瑾ワリプ 1500-16100攀 ―ス
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t'E【開催日時】月～金曜日 10～ 16時 (市民交流センター体館日、|
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